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  笑笑いいあありり、、涙涙あありり、、絆絆あありり  

  
先週の５月 25日（土）に、最高の

天候の中で体育大会を無事実施する
ことができました。 
多くのご来賓・保護者の方にご来校

いただきました。温かい声援、ありが
とうございました。 

 
今年度の体育大会のスローガンは、

「ONE TEAM 共勝（きょうしょう）
～認め合い、高め合い、輝け！！～」
です。 体育大会実行委員を中心に烏
中の先輩たちが築き上げてきた伝統
を引継ぎ、今年度は新たに縦割りとし
ての得点も競い合いました。 
当日は、一人一人が真剣に取り組

み、笑顔がたくさん溢れた体育大会と
なりました。そこでは、笑いや感動、
悔しさや感動の涙を見ることができ
ました。同じクラスの友達同士のつな
がりだけでなく、上級生と下級生の絆
を深める場面も見られ、学年、クラス
関係なく精一杯応援する姿、拍手で互
いを称え合う気持ちのいい姿を多く
見せてくれました。 
スローガンにあるように、生徒たち

は互いに認め合い、高め合い、誰もが
輝き、「楽しかった」と思える体育大
会を創り上げてくれ、最後は充実感と
ともに、すがすがしい空気が流れてい
ました。 

 
現在、すぐーるでアンケートのお願

いをしています。ご家庭でのエピソー
ドや感想などお寄せください。次号の
学校だよりで紹介していきたいと思
います。ご協力お願いします。 

  長長時時間間ススママホホのの弊弊害害  
 中学進学に伴い、スマートフォンを
持たせたというご家庭もあるかもし
れません。 
 ある新聞の記事に、「スマートフォ
ンやタブレット端末を長時間使用す
る子どもは、家庭学習をいくら頑張っ
ても学力が伸び悩む」という内容の記
事が掲載されていました。少し紹介し
ます。 
東北大学の研究で、仙台市の市内公

立小中学校の全児童・生徒の学力や生
活習慣に関するデータでは、「スマホ
・タブレットの使用時間が１日１時間
未満の子どもたちの学力は、家庭学習
を全くしないグループでも全体の平
均に届いていたのに、使用時間が１時
間以上の子どもたちは家庭学習を全
くしないグループでは平均に届かず、
１日１～２時間しているグループで
ようやく平均に届いたそうです。毎日
１～２時間以上勉強しても、スマホ・
タブレットを長時間使用すると学習
効果がうまく表れない」という結果だ
ったそうです。 
また対象者のその後も確認したと

ころ、「長時間使用を続けた子どもた
ちは学力が低い状態を維持していた
ほか、途中で長時間使用を始めた子ど
もたちも翌年から極端に学力が低下
した。逆に長時間使用していた子ども
たちが途中で使用時間を短くしたと
ころ、翌年から学力が向上した」そう
です。「スマホ・タブレットの長時間
使用は学力の伸び悩みの直接的な原
因になっている」とのことです。 
スマホ・タブレットを長時間使用す

ることで、家族の会話といった発達に
必要なコミュニケーションの時間が
短くなってしまうことも考えられる
そうです。家族だんらんの時間は、ス
マホ・タブレットを使わず、子どもと
の会話を大切にしたいものです。 
現代社会は、スマホなどのデバイス

は、生活になくてはならないものにな
っています。しかし、このような研究
結果からも、子どもたちの学びを考え
た時、改めて、スマホやタブレットの
適切な使い方についてご家庭でも話
し合うことが重要ではないでしょう
か。 

烏山中だより 


